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11月29日(木)、八幡浜市役所保内庁舎において、第２回八幡浜市

いじめ対策委員会を開催しました。５つのブロックから、これまで

の活動状況について報告がありました。どのブロックも第１回で決

定した活動計画に沿って、充実した取組が行われていました。

ブロックから報告された活動の様子や出された意見を以下に紹介

します。

〇 ３年ごとに開催している子育てシンポジウムでは、86名の出席

を得て開催した。３名の保護者にシンポジストになっていただき、

家庭内対話の充実について話し合った。「ありがとう」の言葉を

大切にすることや結果にとらわれず過程を褒めることなど、子育

てをしていく上で大切なことについて多くの意見が交わされ、充

実した会となった。

〇 地域からの情報で、最近県外ナンバーの自動車が多くなってき

ている。フェリー利用者の増加等が要因とも考えられるが、交通

安全について指導を強化していく必要がある。

〇 地域の方々には、あいさつ運動やさまざまな行事など大変協力

的に参加していただいており、とてもありがたい。行事を通して、

地域に支えられていることを実感している。

〇 どの学校の児童生徒もよくあいさつができている。祭りの練習

に参加した生徒は、あいさつだけでなく、靴をきちんと並べて部

屋に上がるなど、マナーの良さにも感心している。

〇 インターネット、ＳＮＳは使い方を誤ると、今の時代恐ろしい

ものになってしまう。ＳＮＳで知り合って、被害者が東京や北海

道へ行ってしまうということが、地方でも普通にあり得る話にな

っている。ＳＮＳの使い方に十分気を付けなければならない。

〇 スマートフォンの「ティックトック」と

いう動画アプリで遊ぶ児童がいる。動画を

アップした際、その背景に個人情報が写り

込んでしまう危険性がある。

各校で共通して確認していくことが必要

である。

第２回八幡浜市いじめ対策委員会報告

ひとりで悩んでいませんか？

お気軽にご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０ ８ ９ ４ -２ １ -６ ８ ６ ４ 月～金 8:30～17:00

☆ いじめ110番（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０ １ ２ ０ -８ ０ ５ -４ １ ５ 月～金 8:30～17:00

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署）
☎ ０ ８ ９ ４ -２ ２ -０ １ １ ０ 24時間受付

☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会）
☎ ０ １ ２ ０ -０ -７ ８ ３ １ ０ 24時間受付

☆ こどもの人権110番（法務局）
☎ ０ １ ２ ０ -０ ０ ７ -１ １ ０ 月～金 8:30～17:15

☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省）
☎ １ ８ ９（いちはやく) 児童虐待通報電話 24時間受付

誘拐されそうになった11歳少女

たった一つの質問で不審者を撃退

不審者に連れ去られそうになった11歳の少女が、鮮やかなやり

方で撃退したことがアメリカで話題になっている。

アリゾナ州ピナル郡の保安官事務所のFacebookによると、事件

が起きたのは平成30年11月7日の午後3時45分ごろ、サンタンバレ

ーの住宅街だった。少女が友達と自宅の近所を歩いてたところ、

ワゴン車に乗った男から声をかけられた。

その男は少女に「君の兄弟が大変な事故に遭

ったので、一緒に来てほしい」と告げた。少女

は「合言葉は？」と尋ねたところ、男は答えら

れず、その場を立ち去ったという。

マーク・ラム保安官によると、少女の両親が、

娘が知らない人から声をかけられたとき、家族の間でしか通じな

い合言葉を用意していたのだという。ラム保安官は、こうした事

前の予防策について「賞賛すべきことです」と褒め称えた上で、「ご

両親の皆さんには、今回のようにあらかじめ、お子さんと話し合

っておくことをお薦めします」と続けている。

地元テレビ局「FOX10」によると、母親のブレンダ・ジェームス

さんは「私たちが思いついた合言葉が、娘の命を救いました。使

われることはないだろうと思っていましたが、娘がそのことを思

い出してくれたことを誇りに思っています」と話しているという。

〔HUFFPOST/WORLD/2018.11.18 WEBより〕

愛媛県青少年保護条例の一部改正(案)について

「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の

整備等に関する法律」(H30.2.1施行)により、未成年者が携帯電話

でインターネットを利用する場合には、原則としてフィルタリン

グサービスの加入・設定が必要となっています。

この条例(案)では、まず「インターネット利用環境の整備等」

について、フィルタリングサービスの利用及びフィルタリングの

有効化措置を徹底するため、事業者の説明責任の強化及び保護者

の申出書面の義務化等の改正点が示されています。

１ 事業者のフィルタリング等の説明義務及び書面交付義務

青少年が使用する場合、フィルタリングサービス及びフィル

タリングの有効化措置が必要であることを書面により説明し、

証明書の交付を義務付ける。

２ 保護者のフィルタリング不要申出書面の提出義務

青少年が事業者等によるフィルタリングサービス及びフィル

タリング有効化措置を利用しない場合は、事業者等へ利用しな

い旨の理由を記載した申出書の提出を義務付ける。

３ 事業者のフィルタリング不要申出書面の保存義務

保護者から提出を受けた、２の申出書の契約

期間中の保存を義務付ける。

～以下、略～

青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の

整備が急がれます。フィルタリングはその必須の措置として、

義務付けられることになります。詳しくは愛媛県ＨＰに掲載され

ていますので、是非ご参照ください。

［平成30年度児童虐待防止推進月間標語最優秀作品］
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平成３０年度 なかまづくり・学校生活アンケート（抜粋）
調査対象 小学３年生～中学３年生
調査回収 １，７２７人
調査時期 平成３０年９月

学校生活が楽しいですか
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とても楽しい

まあまあ楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

小学生 中学生

大多数の小・中学生は良好な学
校生活を送っている。
①「とても楽しい・まあまあ楽しい」
と回答した小・中学生は共に95％
を超えている。
②「楽しくない」と回答した小学生
は７人とほぼ昨年度並だが、中学
生は９人と昨年度の約２倍に増え
ている。その内１年生が５人を占
めており、中学校生活にまだ十分
馴染めていないのかも知れない。

学校生活が楽しくない最大の
理由は学習のつまずきにあるが、
友達の存在も大きな要因である。
①学習のつまずきから、学校生活
に希望が持てなくなる小・中学
生が多くいると思われる。

②学校生活が楽しくない要因の一
つに「友達がいない」ことが挙
げられるが、その数は昨年度と
比べるとかなり増加している。
（小学生）H29 … 5.9%

H30 … 15.0%
（中学生）H29 … 7.1%

H30 … 31.3%

「いじめられたと思ったことがある」と回答した小・中
学生の数は、ここ３年間で今年度が最も少ない。
①小学生で「いじめられた…」と回答があった過半数は
小学３年が占めている。これは、例年のことである。

②いじめのほとんどは学校で起こっており、その多くは
教師の目の届きにくい休み時間に起きている。

「夏休み明け、学校を休みたいと思うことがよくある」と回答し
た小・中学生は昨年度に比べて増えている。
①「よくある」と回答した小・中学生は、不登校（傾向）になる
可能性が潜んでいるので、教育相談等を通して、日頃から観察
していく必要がある。
②大多数の小・中学生は、２学期に入っても元気に登校できてい
るようだ。


